
環境部会 協議内容について（第１回目）

スポーツ施設の有効
利用について

効果的な情報提供
スポーツ施設の利用
方法等の改善

地域における運動・
スポーツ事業の促進

【方向性】
・施設ごとに住み分けをする
・施設ごとに種目を限定する
・予約できるスペースの細分化
・利用しやすい施設の整備
・民間施設の活用
・幼稚園や保育所の園庭の活用

【方向性】
・スポーツに関する情報の一元化
・定期的な情報発信
・世代（ターゲット）に合った情
報発信

【方向性】
・体育協会に所属する競技団体と
協力し周知を行う
・中学校区ごとにスポーツの拠点
となる場所をつくる

【方向性】
・スポーツ施設予約一元化

【現状・課題】
・新規スポーツ団体がしたい時に
定期利用できない
・回数を制限される
・空いていない
・同じメンバーが長時間利用
・既存団体以外入りにくい雰囲気
・利用制限などがあり利用しにく
い公園

【現状・課題】
・都市計画課・生涯学習推進課・
体育協会と３つの窓口がある

【現状・課題】
・定期的な情報提供ができていな
い
・SNSを活用してもイベントの認
知度が低い
・発信しても皆がみているわけで
はない

【現状・課題】
・特定の団体や地域が利用してい
る
・北中校区（千鳥ヶ池公園）東中
校区（クロスパルこが）古賀中校
区に拠点となる場所がない

【出た意見】
・飽和状態ではないのでは？
・公園が使いにくい・新しい公園が
欲しい
・千鳥ヶ池公園やグリーンパークは
ナイター利用ができて利用者も多い
・多目的広場に人工芝化や屋根の設
置をしてはどうか

【出た意見】
・誰でも利用しやすいものに
・予約窓口を一元化し、体育協会
が担うべきである

【出た意見】
・JR古賀駅の掲示板が少ない
・若い世代（SNS）・高齢の世代
（広報/ポスター/回覧）

【出た意見】
・社会体育備品を軽スポーツ協会
が実際に使っている様子を体協の
HPで周知する
・出前講座を体育協会と協力して
行いPRする
・市と体育協会それぞれ協力しな
がらそれぞれの役割を果たす



環境部会 協議内容について（１回目）

近隣自治体との広域
連携の推進

その他

【方向性】
・まずは広域利用より市内施設の
整備する

【方向性】
・東京オリンピック・パラリン
ピックに向けて市内にある競技施
設を有効活用しながら機運を盛り
上げる。

【現状・課題】 【現状・課題】
・スケボーパーク・馬術場や全国
大会に出場する選手もたくさんい
るのに市民の認知度が低い。

【出た意見】
・団体・競技スポーツのことか個
人のウォーキングのことか
・市町村合併しないと難しいので
はないか
・施設は身近に必要である

【出た意見】
・するスポーツだけでなく見るス
ポーツも支援する
・スケボーパークや馬術場などの
施設や、玄界高校はホッケー部が
強い。オリンピック競技でもある
ので大会を誘致してはどうか
・駐車場の整備が必要である


